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	（事業の目的）
	第１条　社会福祉法人高知市社会福祉協議会が開設する介護センターあじさい会館移動支援事業所（以下「事業所」という。）において実施する移動支援事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために必要な人員及び運営管理に関する事項を定め，事業の円滑な運営管理を図るとともに，利用者（障害児を含む。以下同じ。）の意思及び人格を尊重し，利用者の立場に立った適切な移動支援の提供を確保することを目的とする。
	（運営の方針）
	（事業所の名称等）
	第３条　事業所の名称及び所在地は，次のとおりとする。
	(2)　所在地　高知市春野町西分１番地１　（春野あじさい会館内）
	（職員の職種，員数及び職務の内容）
	第４条　職員の職種，員数及び職務の内容は，次のとおりとする。
	（営業日及び営業時間）
	（主たる対象者）
	第６条　事業所において，移動支援を提供する主たる対象者は，身体障害者とする。
	（移動支援の内容）
	第７条　事業所で行う移動支援の内容は，次のとおりとする。
	第８条　高知市の地域生活支援事業である移動支援事業のサービスを提供した際には，利用者から支給決定を行った高知市の定める地域生活支援事業の給付費の１割を利用者負担額として，支払を受けるものとする。ただし，利用者負担額の軽減を受けている場合は，軽減後の額とする。
	（緊急時等における対応方法）
	第11条　移動支援の提供により事故が発生した場合は，利用者の家族及び関係市町村等への連絡を行い必要な措置を講ずる。
	2　前項の事故の状況及び処置等について記録する。
	3　移動支援の提供により賠償すべき事故が発生した場合は，損害賠償を速やかに行うものとする。
	（非常災害対策）
	第12条　非常災害に関する具体的計画を立て，非常災害時の関係機関への通報及び連絡体制を整備し，それらを定期的に職員に周知するとともに，避難，救出その他の訓練等を実施し，利用者の安全確保に努める。
	（虐待防止のための措置）
	附　則
	附　則

